
                         

１
９
４
８
年
１２
月
１０
日
、国
連
が「
世
界
人

権
宣
言
」
を
採
択
し
た
の
を
記
念
し
、毎
年

１２
月
１０
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。 

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

市
で
は
、日
ご
ろ
か
ら
人
権
問
題
学
習
講

座
の
開
催
や
、人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン
を
推

進
す
る
な
ど
、人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
人
権
週
間
を
契
機
に
、私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
あ
ら
た
め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
、

偏
見
や
差
別
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

 

重
点
目
標 

『
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀 

　
　
―
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
違
い
を
認
め
合
う
心
―
』 

強
調
事
項 

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う 

・
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う 

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う 

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う 

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う 

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う 

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

を
な
く
そ
う 

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う 

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う 

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う 

・
性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う 

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う 

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
1
５５
ー

９
３
６
４ 

  
 

日
常
生
活
の
中
で
、人
権
問
題
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
ら
、人
権
擁
護
委
員
に
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

日
時
・
場
所 

・
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
毎
月
第
２･

４
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
正
午 

　
1
２４
ー

３
４
５
６（
予
約
不
要
） 

・
名
古
屋
法
務
局
津
島
支
局 

　
毎
週
月･

木
曜
日
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

　
1
２６
ー

２
４
２
３（
予
約
不
要
） 

主
な
相
談
内
容 

・
い
じ
め
、体
罰
、不
登
校
児
問
題 

・
部
落
差
別
、女
性
差
別
な
ど
の
差
別
問
題 

・
家
庭
内
の
問
題（
親
子
、夫
婦
、結
婚
、離
婚
、

相
続
、扶
養
な
ど
） 

・
そ
の
他
、人
権
問
題
に
係
る
も
の 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
1
５５
ー

９
３
６
４ 

   

   

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、社

会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、自
ら
の
意
志

に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、も
っ
て

男
女
が
均
等
に
政
治
的
、経
済
的
、社
会
的
及

び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
、共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」（
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
２
条
）で
す
。
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、女
性
の

参
画
を
拡
大
す
る
た
め
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン 

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識（
夫
は
外
で

働
き
、妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
）や
過

去
の
経
緯
か
ら
、男
女
労
働
者
の
間
に
差
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
差

を
解
消
し
よ
う
と
、個
々
の
企
業
が
行
う
自

主
的
か
つ
積
極
的
な
取
り
組
み
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
い
ま
す
。 

職
場
、家
庭
、地
域
生
活
な
ど
で
、男
女
が

と
も
に
夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
豊
か
な
人
生
」
に

繋
が
り
ま
す
。 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
1
５５
ー

９
３
６
４ 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
 

目
指
し
て
 

心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
 

人権週間 
１２月４日 ～１０日

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン 
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    非
行
の
芽 

は
や
め
に
つ
も
う 

み
な
我
が
子 

冬
休
み
期
間
中
は
、開
放
感
か
ら
青
少
年

が
有
害
環
境
に
接
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、

非
行
に
か
か
わ
っ
た
り
、犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。 

「
地
域
で
子
ど
も
・
若
者
を
育
て
る
」
意
識

を
持
っ
て
見
守
り
、声
か
け
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。 

主
唱
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
、市

青
少
年
問
題
協
議
会 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
内
）
1
５５
ー

９
４
２
１ 

 

　 

  

放
し
飼
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

犬
を
放
し
て
飼
う
こ
と
は
愛
知
県
の
「
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
犬
の
散
歩
時
は
、必
ず

リ
ー
ド
を
付
け
て
、自
分
だ
け
で
は
な
く
他

人
に
も
安
心
安
全
な
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
。 

フ
ン
の
片
付
け
は
、飼
い
主
の
責
任
で
す 

放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
に
つ
い
て
、た
く
さ

ん
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
時

は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
っ
て
、必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。 

無
駄
吠
え
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

飼
い
犬
の
鳴
き
声
が
、近
隣
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夜
間
や
留
守

中
な
ど
、無
駄
に
吠
え
た
り
し
な
い
よ
う
に「
し

つ
け
」が
必
要
で
す
。 

し
つ
け
が
困
難
な
と
き
は
、愛
知
県
動
物

保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
３
６
８ 

　
　
　
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
尾
張
支
所 

　
　
　
1
０
５
８
６
ー

７８
ー

２
５
９
５ 

   
「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
作
戦
」
は
、地
域
の
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
犬
の
フ
ン
放

置
対
策
で
す
。 

現
在
市
で
は
、犬
の
フ
ン
害
対
策
と
し
て

要
望
の
あ
る
町
内
会
に
看
板
を
配
布
し
て
い

ま
す
が
、思
う
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、フ
ン
害
に
悩
む
地
域
住
民
、

地
域
の
グ
ル
ー
プ
で
行
動
を
起
こ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

地
域
に
監
視
の
目
が
あ
る
こ
と
を
飼
い
主

に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、飼
い
主
の
マ
ナ

ー
が
向
上
し
、フ
ン
放
置
が
な
く
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。 

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？ 

①
ま
ず
、市
内
の
道
路
、公
園
、そ
の
他
公
共

の
場
所
に
放
置
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
脇

に
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
設
置
し
ま
す
。 

②
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の
設
置
後
、巡
回
を
行
っ

て
、飼
い
主
に
よ
る
フ
ン
の
回
収
や
周
辺
で

の
フ
ン
害
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、一
定

期
間
カ
ー
ド
に
よ
る
注
意
を
表
示
し
ま
す
。 

③
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の
設
置
か
ら
一
定
期
間

を
経
過
し
た
と
き
は
、設
置
し
た
カ
ー
ド

と
併
せ
て
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
を
回
収
し
ま
す
。 

①
〜
③
の
行
動
を
１
サ
イ
ク
ル（
約
１
週
間
）

と
し
、数
カ
月
間
続
け
ま
す
。 

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
と
そ
の
設
置
例 

           

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
３
６
８ 

外
国
人
の
人
権

を
尊
重
し
ま
し

ょ
う 今

日
、
我
が

国
に
入
国
す
る

外
国
人
は
長
期

的
に
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、

言
語
、宗
教
、文
化
、習
慣
等
の
違
い
か
ら
、

外
国
人
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
人
権
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
を
拒
否
さ
れ
た
り
、理

容
店
に
お
い
て
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
理
容
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
さ
れ

る
と
い
っ
た
事
案
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、特
定
の
国
籍
の
外
国
人
を
排
斥

す
る
趣
旨
の
言
動
が
、デ
モ
に
お
い
て
公
然

と
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、マ
ス
コ
ミ
等
に

よ
っ
て「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」で
あ
る
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

こ
の
よ
う
な
言
動
は
、差
別
意
識
を
助

長
し
、人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の

で
、決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 ２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
を
控
え
、外

国
人
と
接
す
る
機
会
は
今
後
ま
す
ま
す
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

国
会
で
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
の
た

め
の
法
律
が
成
立
し
、２
０
１
６
年
６
月
３

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は
、特
定
の
国
・
地

域
の
出
身
者
に
対
し
て
、脅
迫
的
言
動
、著

し
く
侮
蔑
す
る
言
動
、地
域
社
会
か
ら
排

除
す
る
こ
と
を
扇
動
す
る
言
動
の
こ
と
で

す
。 ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
根
絶
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、言
語
、宗
教
、生

活
習
慣
等
の
違
い
を
認
め
、こ
れ
ら
を
尊
重

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

互
い
に
人
権
を
尊
重
し
合
う
社
会
を
共

に
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

人権推進課人権同和・男女参画Ｇ 
1５５ー９３６４ 

１２
月
２０
日

〜
１
月
１０
日

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
 

組
む
県
民
運
動（
冬
期
） 

犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
 

犬
の
フ
ン
放
置
に
警
告
！
イ
エ
ロ
ー
 

カ
ー
ド
作
戦
に
参
加
し
よ
う
 

○○町　町内会 
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熱湯はダメ 

熱
湯
は
ダ
メ 

 
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
、水

道
管
の
水
が
凍
結
し
た
り
、管
が
破
裂
し
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は 

・
水
道
管
に
保
温
材
な
ど
を
巻
く 

・
凍
結
し
た
ら
水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
な

ど
を
か
け
、ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る 

※
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　  

        

　
ま
た
、次
の
よ
う
な
と
き
は
、連
絡
先
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

家
庭
で
緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
と
き 

・
凍
結
に
よ
り
漏
水
し
た
と
き 

・
蛇
口
を
閉
め
て
も
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

・
水
洗
便
所
の
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

連
絡
先
　
市
上
下
水
道
指
定
工
事
店
協
同
組

合
　
1
３２
ー

１
３
９
３ 

道
路
上
で
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
と
き 

連
絡
先
　
上
下
水
道
部
工
務
課
工
務
Ｇ 

　
　
　
　
1
５５
ー

９
７
４
８ 

 

問
合
　
上
下
水
道
部
管
理
課
管
理
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
７
２
８ 

水 
 

中
小
企
業
者
を
対
象
と
し
た
運
転
資
金
、

お
よ
び
設
備
資
金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。

た
だ
し
新
規
開
業
者
は
対
象
外
で
す
。 

通
常
資
金 

融
資
対
象
　
従
業
員
５０
人（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
３０
人
）以
下
の
個
人
、会
社
、医
療
法
人
、

企
業
組
合
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

限
度
額
　
５
０
０
０
万
円 

受
付
窓
口
　
市
内
取
扱
金
融
機
関
お
よ
び
津

島
商
工
会
議
所 

納
税
状
況
の
確
認
　
所
得
税（
法
人
の
場
合

は
法
人
税
）、事
業
税
、県
民
税
、市
民
税
を

確
認
し
ま
す
。 

小
口
資
金 

融
資
対
象
　
従
業
員
２０
人（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
５
人
）以
下
の
個
人
、会
社
、医
療
法
人
、

企
業
組
合 

限
度
額
　
１
２
５
０
万
円（
既
存
の
保
証
協

会
の
保
証
付
き
融
資
残
高
を
含
む
） 

受
付
窓
口
　
市
内
取
扱
金
融
機
関
お
よ
び
津

島
商
工
会
議
所 

納
税
状
況
の
確
認
　
所
得
税（
法
人
の
場
合

は
法
人
税
）、事
業
税
、県
民
税
、市
民
税
を

確
認
し
ま
す
。 

 

※
各
融
資
資
金
に
は
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま

す
の
で
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
愛
知
県
信
用
保
証
協
会 

　
　
1
０
１
２
０
ー

４
５
４
ー

７
５
４ 

 

小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
融
資
制
度
 

 

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は 

通
常
資
金 

小
口
資
金 

家
庭
で
緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
と
き 

道
路
上
で
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
と
き 

水
道
管
の
冬
支
度
 

日光川下流流域関連津島市公共下水道 
の供用開始と関係図書の縦覧について 

供用開始日　１月１日（月・祝） 
供用開始区域　唐臼町の一部、南新開町の一部、
中一色町の一部、莪原町の一部、百島町の一部 
縦覧期間　１２月１５日 ～２８日 （土・日曜日、祝
日は除く）午前８時３０分～午後５時１５分 

縦覧場所　工務課（市役所４階） 
問合　工務課工務Ｇ 
　　　1５５ー９７４８ 
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市
発
注
の
建
設
工
事
や
設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、物
品
・
そ
の
他
の
契
約
に
係
る
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
定
時
受
付
を
行
い
ま
す
。 

物
品
・
そ
の
他
の
申
請
方
法
を
変
更
し
ま
す 

物
品
・
そ
の
他
に
つ
い
て
、平
成
３０
・
３１
年
度

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
、あ
い
ち
電

子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム
か
ら
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
紙
で
の

申
請
受
付
は
廃
止
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

受
付
期
間
　 

　
平
成
３０
年
１
月
４
日

〜
２
月
１５
日

 

申
請
方
法 

建
設
工
事
、設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

　
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ａ
Ｌ

Ｓ 

Ｅ
Ｃ
）に
よ
る
電
子
申
請
。 

 

物
品
・
そ
の
他 

　
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム（
物
品
等
）

に
よ
る
電
子
申
請
。 

 

問
合
　
総
務
課
庶
務
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
６
０
６ 

   

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素（
Ｃ

Ｏ
２
）濃
度
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
冬

季
は
、暖
房
機
器
の
使
用
等
に
よ
り
発
生
す

る
大
気
汚
染
物
質
等
が
拡
散
し
に
く
く
、地

上
付
近
の
空
気
が
汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。 

日
ご
ろ
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
、地
球

温
暖
化
・
大
気
汚
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化 

人
の
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

の
大
部
分
は
、化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に

よ
り
発
生
し
ま
す
。
家
庭
や
事
業
所
で
、何
に
、

ど
れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い
る

か
を
知
り
、無
駄
遣
い
を
減
ら
す
こ
と
が
大

切
で
す
。 

○
環
境
家
計
簿
　
家
庭
で
使
用
す
る
電
気
、

ガ
ス
、ガ
ソ
リ
ン
等
の
量
か
ら
C
O
２
の
量

を
推
計
で
き
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

様
々
な
ツ
ー
ル
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
わ
が
家
の
省
エ
ネ
＆
C
O
２
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
作
戦（
愛
知
県
） 

 
・
家
庭
エ
コ
診
断（
環
境
省
） 

 ○
省
エ
ネ
診
断
　
工
場
等
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
い
方
、機
器
の
運
転
・
設
備
の
管
理
等

を
専
門
家
が
診
断
し
、省
エ
ネ
の
取
り
組

み
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

・
全
国
省
エ
ネ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
一
般
社

団
法
人
環
境
共
創
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
） 

  皆
さ
ん
が
で
き
る
取
り
組
み 

・
暖
房
は
、１９
℃
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
照
明
、電
化
製
品
、Ｏ
Ａ
機
器
の
ス
イ
ッ
チ

を
こ
ま
め
に
消
し
ま
し
ょ
う
。 

・
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
急
発
進
、急
加

速
を
避
け
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
ま
し
ょ

う
。 

家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み 

・
こ
た
つ
の
設
定
温
度
は
、こ
ま
め
に
調
節
し

ま
し
ょ
う
。 

・
移
動
に
は
、公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

事
業
所
で
で
き
る
取
り
組
み 

・
排
出
ガ
ス
が
ク
リ
ー
ン
で
、燃
費
の
良
い
自

動
車
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

・
貨
物
輸
送
の
効
率
化
を
進
め
、自
動
車
の

走
行
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。 

・
良
質
燃
料
の
使
用
や
燃
焼
管
理
の
徹
底
を

図
り
ま
し
ょ
う
。 

「
あ
い
ち
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２１
」
県
民
運
動
実

施
中 

  問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
３
６
８ 

       

募
集
人
員
　
１５
人
程
度 

出
願
資
格 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

・
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
方
お
よ
び
平
成
３０
年
３
月
に
卒
業
見

込
み
の
方 

・
通
常
の
課
程
に
よ
る
１２
年
の
学
校
教
育
を

修
了
し
た
方
お
よ
び
平
成
３０
年
３
月
に
修

了
見
込
み
の
方 

           

・
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方 

・
本
校
に
お
け
る
個
別
の
入
学
資
格
審
査
に

合
格
し
た
方
で
、１８
歳
以
上
の
方 

出
願
期
間
　
１
月
１０
日

〜
２４
日

 

（
郵
送
の
場
合
、締
切
日
当
日
消
印
有
効
） 

受
験
料
　
１
万
円 

試
験
日
　
２
月
７
日

 

試
験
科
目
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ（
た

だ
し
、筆
記
試
験
の
み
）・
国
語(

古
文
・
漢

文
除
く)

・
数
学
Ⅰ
・
面
接
試
験(

詳
細
は
入

学
案
内
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い) 

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
学
案
内
募
集

要
項
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

問
合
・
募
集
要
項
請
求 

　
津
島
市
立
看
護
専
門
学
校
事
務
局 

　
〒
４
９
６
ー

０
０
３
８ 

　
津
島
市
橘
町
６
ー

３４ 

　
1
２６
ー

４
１
０
１
・
　
２６
ー

４
６
１
０ 

　 
  

平
成
３０
･
３１
年
度
入
札
参
加
 

資
格
審
査
申
請
受
付
 

地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
の
防
止
の
 

た
め
に
で
き
る
こ
と
 

市
立
看
護
専
門
学
校
 

平
成
３０
年
度（
３
年
課
程
）の
 

一
般
入
学
生
 

　
 h
ttp
://w

w
w
.c
h
o
ta
ts
u
.e
-a
ic
h
i.jp
/

　
 h
ttp
://w

w
w
.b
u
p
p
in
.e
-a
ic
h
i.jp
/

　
 h
ttp
://c
o２
d
ie
t.in
fo
/ 

 　
 http://w

w
w
.uchieco-shindan.g

o.jp/ 
 

　
 http://w

w
w
.pref.aichi.jp/kankyo/ 

　
 ta
iki-ka

/e
c
o２１
/in
d
e
x.h
tm
l 

 

　
 h
ttp
://w

w
w
.s
h
o
e
n
e
-p
o
rta
l.jp
/

　
 h
ttp
://w

w
w
.c
ity.ts

u
s
h
im
a
.lg
.jp

物
品
・
そ
の
他
の
申
請
方
法
を
変
更
し
ま
す 

募
集 

/
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みなさんの意見を 
募集します 

意見の提出方法 
ご意見のある方は、本編の内容をご確認のうえ、「住
所」「氏名」「電話番号」「ご意見」を明記し、直接また
は郵送、ＦＡＸ、電子メールにより提出するか、神守支所、
神島田連絡所に設置してある投函箱に投函してくださ
い。書式は自由です。 

提出先 
〒４９６‐８６８６（住所不要） 
①のビジョン　津島市役所福祉課地域包括ケアシステ
ムグループ宛て 
②の計画　津島市役所高齢介護課宛て 
③の計画　津島市役所福祉課福祉グループ宛て 

メール 
①のビジョン　houkatsucare@city.tsushima.lg.jp 
②の計画　kaigo@city.tsushima.lg.jp 
③の計画　fukusi@city.tsushima.lg.jp

FAX ①②共通　２４ー１７９１ 
③の計画　２４ー１１３８ 

問合　 
①のビジョン　福祉課地域包括ケアシステムＧ 
　1５５ー９４７１ 
②の計画　高齢介護課介護保険Ｇ 
　1２４ー１１１７ 
③の計画　福祉課福祉Ｇ 
　1２４ー１１１５ 

① 津島市地域包括ケアビジョン（案） 
② 津島市第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案） 
「重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができること」

の実現のため、本市の地域包括ケアシステムの方向性などを定める地域包括ケアビジョン（案）を策定しました。 

また、本市の介護保険事業に係る基本的事項を定め、地域の実情に応じ、適正な介護保険サービスおよび地域

支援事業を提供できるよう、高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）を策定しました。 

意見募集期間　　１２月２２日 ～１月１８日 （必着） 

公表方法　　市ホームページまたは、福祉課地域包括ケアシステムグループ（市役所３階）、高齢介護課（市
役所１階）、神守支所、神島田連絡所において本編を閲覧できます。 

 

③ 第４期津島市障がい者計画・第５期津島市障がい福祉計画・ 
　 第１期津島市障がい児福祉計画（案） 
現在、障がいのある人をはじめ誰もがお互いの人格と個性を尊重し合い、共に生きる社会を実現するための

障がい者計画と、障がい福祉サービスの見込量とその確保策を定める障がい福祉計画および障がい児福祉計画

を一体的に策定しています。 

意見募集期間　　１月４日 ～２６日 （必着） 

公表方法　　福祉課（市役所１階）、神守支所、神島田連絡所の各窓口、市ホームページにおいて本編を閲
覧できます。 
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